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今 今 、 、 食 食 品 品 企 企 業 業 も も 地 地 産 産 
原
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
い
う

る
の
が
難
し
い
状
況
で
す
。
か

つ
て
は
、
食
品
工
業
試
験
場
と

地
元
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に
な
っ

て
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
製

品
開
発
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
最
近
で
は
、
そ
う
し
た

取
組
み
も
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

販
売
方
法
も
含
め
商
品
提
案
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
か
、

農
業
に
農
業
改
良
普
及
員
が
い

る
よ
う
に
、
食
品
改
良
普
及
員

が
い
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
」

そ
ん
な
食
品
企
業
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
、
ぜ
ひ

活
用
し
た
い
の
が
農
文
協
発
行

の
「
食
品
加
工
総
覧
」（
全
12

巻
）
だ
。

本
書
の
価
値
に
つ
い
て
、
地

元
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
生
か
し
た

菓
子
製
造
に
取
組
む
鹿
児
島

県
・
九
面
屋
の
鳥
丸
正
勝
社
長

は
、
仲
間
と
と
も
に
立
ち
あ
げ

た
産
学
官
連
携
の
「
さ
つ
ま
い

も
研
究
会
」
の
活
動
に
ふ
れ
な

が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

受賞者を代表して挨拶をす
る松岡清平君（写真左）。
下は両親と『ダイズの絵本』
を書いた画家・上野直大氏
（左端）と記念撮影。

研
究
会
の
テ
ー
マ
は
「
食
は

材
に
あ
り
」「
地
域
の
技
術
の

確
立
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

流
通
」
の
三
つ
で
あ
る
。「
食

は
材
に
あ
り
」
で
は
、
農
家
と

の
契
約
栽
培
を
は
じ
め
用
途
別

の
品
種
選
択
、
特
に
育
種
に
心

が
け
た
研
究
を
す
る
。「
地
域

の
技
術
の
確
立
」
で
は
従
来
の

伝
統
技
術
を
ベ
ー
ス
に
先
端
技

術
と
の
結
合
を
は
か
る
〝
中
間

技
術
〞
の
開
発
と
、
異
業
種
技

術
の
食
品
技
術
へ
の
導
入
を
め

ざ
し
、
さ
ら
に
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

『
そ
だ
て
て
あ
そ
ぼ
う
ダ
イ

ズ
の
絵
本
』（
農
文
協
刊
）
を

読
ん
だ
感
想
文
が
大
変
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
第
48
回
青
少

年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
・
小
学
校
低
学
年
の
部
で
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
秋

田
県
八
森
町
の
豆
腐
屋
さ
ん
の

息
子
・
松
岡
清
平
君
の
文
章

だ
。《「
ぼ
く
は
と
う
ふ
や
に
な

り
た
い
」
と
書
き
出
し
か
ら
宣

言
し
『
ダ
イ
ズ
の
絵
本
』
を
読

ん
で
そ
の
気
持
ち
を
強
め
、

「
父
さ
ん
、
じ
い
さ
ん
に
、
ち

ょ
う
せ
ん
し
て
い
き
た
い
ん

だ
。」
と
力
強
く
結
ん
で
い
る
。

ツ
ル
マ
メ
を
探
し
て
の
新
し
い

豆
腐
つ
く
り
の
夢
の
こ
と
な
ど

内
容
理
解
の
深
さ
と
と
も
に
、

ン
グ
と
流
通
」
で
は
「
さ
つ
ま

い
も
館
」
な
ど
生
活
者
と
の
対

話
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
研
究
会
は
、
素
材
生
産
、

加
工
技
術
、
販
売
戦
略
の
三
分

野
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
結
合

し
、
二
十
一
世
紀
の
モ
ノ
づ
く

り
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
総

合
的
に
追
求
す
る
集
団
で
あ

記
述
し
て
い
る
。
農
村
加
工
を

対
象
と
す
る
と
い
う
本
書
の
編

集
意
図
か
ら
、
大
規
模
生
産
や

ハ
イ
テ
ク
技
術
に
は
触
れ
て
い

な
い
が
、
伝
統
的
な
食
品
の
よ

さ
を
生
か
し
て
商
品
化
す
る
た

め
の
加
工
方
法
の
記
述
、
あ
る

い
は
事
例
の
中
に
伝
統
技
術
と

先
端
技
術
を
結
合
す
る
「
中
間

技
術
」
の
実
践
的
な
あ
ら
わ
れ

を
み
る
こ
と
が
で
き
、
示
唆
に

富
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
第
５

巻
の
干
し
い
も
の
項
目
に
あ

る
、
天
日
乾
燥
の
原
理
と
そ
れ

を
分
析
し
て
得
ら
れ
た
低
温
調

湿
乾
燥
法
な
ど
は
伝
統
技
術
の

解
析
と
そ
の
応
用
を
し
め
す
も

の
で
あ
る
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
流
通
」

の
課
題
で
は
産
直
を
進
め
る
農

村
の
ほ
う
が
、
新
し
い
流
通
を

生
み
出
す
先
進
地
域
と
も
い

え
、
事
例
の
「
顔
の
見
え
る
販

売
方
法
」
な
ど
、
宝
が
眠
っ
て

い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

「
食
品
加
工
総
覧
」
に
は
、

こ
の
九
面
屋
さ
ん
な
ど
、
本
紙

４
面
下
の
表
の
よ
う
に
多
数
の

食
品
企
業
（
株
式
会
社
）
の
事

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
会
社

案
内
や
社
長
の
抱
負
で
は
な

く
、
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
農
村

が
学
ぶ
た
め
に
、
商
品
開
発
の

経
緯
か
ら
原
料
の
入
手
法
、
加

工
方
法
、
そ
し
て
販
売
方
法
ま

で
を
記
述
。
お
い
そ
れ
と
は
得

ら
れ
な
い
情
報
だ
。
地
域
に
根

ざ
し
た
企
業
戦
略
の
先
進
事
例

と
し
て
も
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

今
年
七
月
の
第
２
巻
「
販
売

戦
略
・
経
営
管
理
」
を
も
っ
て

完
結
す
る
が
、
本
書
は
加
除
式

出
版
物
で
あ
り
、「
追
録
」
と

し
て
毎
年
、
新
し
い
情
報
が
加

わ
っ
て
い
く
。
地
域
素
材
を
生

か
し
た
新
商
品
開
発
や
、
ま
す

ま
す
課
題
に
な
る「
中
間
技
術
」

の
創
造
。
あ
る
い
は
農
工
商
の

地
域
的
な
提
携
な
ど
、
個
性
的

な
商
品
開
発
と
流
通
改
革
と
い

う
時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
な

か
で
生
ま
れ
る
実
践
的
な
情
報

が
絶
え
ず
付
加
さ
れ
、
本
書
の

魅
力
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
加
除
式
〉
で
、
本
書
の

魅
力
は
ま
す
ま
す
高
ま
る

地
域
の
連
携
の
中
に
生
き
る

企
業
と
し
て
、
産
業
を
通
じ
て

地
域
の
文
化
や
政
治
ま
で
巻
き

こ
ん
で
い
く
新
し
い
地
方
の
時

代
の
芽
を
伸
ば
し
た
い
。
中
央

の
み
に
向
き
合
っ
て
き
た
地
方

が
目
覚
め
、
新
し
い
多
様
な
地

方
の
時
代
を
演
出
す
る
舞
台
づ

く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

家
族
へ
の
尊
敬
と
愛
情
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

実
施
に
伴
い
、
低
学
年
に
も
取

り
や
す
い
調
べ
る
本
の
出
版
が

増
え
て
き
た
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激

し
、
２
類
に
お
け
る
感
想
文
の

向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。》（「
学
校
図
書
館
」

２
月
号
審
査
長
対
崎
奈
美
子

さ
ん
）。

絵
本
「
そ
だ
て
て
あ
そ
ぼ
う
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
『
ダ
イ
ズ

の
絵
本
』
を
は
じ
め
、
イ
ネ
・

ム
ギ
・
ソ
バ
な
ど
の
穀
類
か

ら
、
野
菜
、
果
樹
、
花
、
家
畜
、

工
芸
作
物
な
ど
、
現
在
45
巻
出

版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
３
月
に

は
継
続
企
画
と
し
て
10
巻
発
行

予
定
。こ
れ
ま
で
味
噌
や
ソ
バ
、

ラ
ッ
カ
セ
イ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
関
連
会
社

か
ら
会
社
見
学
用
や
地
域
の
学

校
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
採

用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
へ「
た
べ
も
の
」

の
ル
ー
ツ
か
ら
食
文
化
・
加
工

技
術
な
ど
関
心
を
深
め
る
本
と

し
て
最
適
だ
。

な
お
、
絵
本
「
お
も
し
ろ
ふ

し
ぎ
食
べ
も
の
加
工
」（
全
5

巻
）
も
同
じ
農
文
協
か
ら
発
行

さ
れ
る
。
か
た
ま
る
、
ふ
く
ら

む
、色
・
味
・
香
り
が
か
わ
る
、

長
持
ち
す
る
、
発
酵
す
る
、
い

ろ
い
ろ
な
加
工
食
品
の
不
思
議

を
楽
し
く
つ
く
っ
て
知
る
本
。

こ
れ
も
食
品
加
工
業
界
に
と
っ

て
役
立
ち
そ
う
な
絵
本
だ
（
３

月
発
売
予
定
。各
２
１
０
０
円
、

揃
１
０
５
０
０
円
）。

「
そ
だ
て
て
あ
そ
ぼ
う
」

既
刊
45
冊
、Ａ
Ｂ
判
・
上
製
、各
36
頁
、各
１
８
９
０
円(

税
込)

地
域
に
生
き
る
企
業
と
し
て

九
面
屋
・
鳥
丸
正
勝

に
は
農
畜
産
物
か
ら
山
の
幸
、

林
産
、
水
産
ま
で
四
〇
〇
種
に

お
よ
ぶ
地
域
素
材
の
特
性
と
加

工
用
途
が
網
羅
さ
れ
、
商
品
開

発
の
ヒ
ン
ト
に
富
む
「
食
材
事

典
」
と
し
て
活
用
で
き
る
。

各
食
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の

歴
史
か
ら
機
能
性
な
ど
の
特

性
、
加
工
方
法
、
事
例
ま
で
を

る
。こ

の
私
た
ち

の
課
題
に
『
食

品
加
工
総
覧
』

は
農
村
加
工
に

焦
点
を
当
て
て

い
る
が
ゆ
え

に
、
一
般
の
食

品
加
工
の
専
門

書
で
は
得
ら
れ

な
い
情
報
が
の

っ
て
お
り
、
た

い
へ
ん
役
立
つ

も
の
だ
。

「
食
は
材
に

あ
り
」
―
本
書

農 文 協
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地
域
資
源
活
用

地
域
の
農
産
物
を
活
か
し
た
食
品
加
工
を
強
力
に

後
押
し
。
各
専
門
家
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
優
良

企
業
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
げ
も
な
く
公
開
し

た
初
め
て
の
食
品
起
業
完
全
マ
ニ
ュ
ア
ル

現
在
刊
行
中
・
既
刊
10
冊
、
Ｂ
５
判
、
各
６
０

０
〜
９
０
０
頁
、
カ
ラ
ー
口
絵
付
き

●
１
５
０
０
０
０
円
（
加
除
式
・
直
販
商
品
に

つ
き
分
売
不
可
）

〈
地
産
地
消
〉の
食
品

起
業
マ
ニ
ュ
ア
ル

共
通
編
全
３
巻
　
【
製
造
・
販
売
の
基
礎
】

加
工
品
編
全
５
巻
【
食
品
大
事
典
】

加
工
基
本
技
術
、
経
営
、
販
売
、
許
認
可

q
地
域
・
経
営
戦
略
と
制
度
活
用

②
販
売
戦
略
／
生
産
・
経
営
管
理

e
加
工
共
通
技
術

味
噌
、
パ
ン
、
菓
子
な
ど
食
品
ご
と
の
製
造
・
販
売
法

r
米
飯
、
も
ち
、
麺
、
パ
ン
、
で
ん
粉
、
穀
粉
、
麩
、
こ
ん
に
ゃ
く

t
漬
物
、
惣
菜
、
豆
腐
、
納
豆
、
缶
・
び
ん
詰
、
乾
燥
食
品
、
飲
料

y
乳
製
品
、
肉
製
品
、
水
産
製
品

u
味
噌
、
醤
油
、
調
味
料
、
油
脂
、
酒
類
、
菓
子
類
、
ジ
ャ
ム

⑧
非
食
品
の
加
工
品

素
材
編
全
４
巻
【
食
材
大
事
典
】

食
材
ご
と
の
加
工
特
性
、
機
能
性
な
ど
の
多
面
的
な
活
用
法

o
穀
類
、
雑
穀
、
マ
メ
類
、
イ
モ
類
、
油
脂
作
物

!0
野
菜
、
山
菜
、
そ
の
他
草
本
植
物

!1
果
樹
・
樹
木
、
き
の
こ

【
畜
産
資
源
】

牛
、
豚
、
鶏
、
羊
を
は
じ
め
合
鴨
、
猪
、
鹿
、

ダ
チ
ョ
ウ
、
キ
ジ
な
ど
。

【
昆
虫
そ
の
他
】

ミ
ツ
バ
チ
、
ジ
バ
チ
、
イ
ナ
ゴ
、
ザ
ザ
ム
シ
、

カ
イ
コ
、
マ
ム
シ

【
微
生
物
資
源
】

泡
盛
菌
、
く
さ
や
菌
、
く
も
の
す
か
び
、
酢

酸
菌
、
す
ん
き
漬
菌
、
ぬ
か
漬
菌
、
フ
ナ
寿

し
菌
、
紅
こ
う
じ
菌
、
味
噌
玉
こ
う
じ
菌

【
水
産
資
源
】

イ
ワ
シ
、
タ
イ
、
イ
カ
、
イ
ワ
ナ
、
コ
イ
、

ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
か
ら
、
貝
類
、
ナ
マ
コ
、
海

藻
、
ス
ッ
ポ
ン
、
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
ま
で
。

【
非
食
品
資
源
】

ア
イ
、
ア
サ
、
イ
グ
サ
、
ウ
ル
シ
、
コ
ウ
ゾ
、

シ
キ
ミ
、
ケ
ナ
フ
な
ど
。

【
素
材
編
】
全
４
巻
の
最
終
巻
　
第
10
回
配
本

!2
畜
産
・
水
産
・
非
食
品
資
源

全12巻　3部で構成 ②、⑧は未刊

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

食
品
加
工
総
覧

加
工
品
へ
の
利
用
が
す
す
む
サ
ツ
マ
イ
モ
の

有
色
品
種
（「
食
品
加
工
総
覧
」
第
９
巻
よ
り
）

『ダイズの絵本』より

漓
ト
マ
ト
の
絵
本

滷
ナ
ス
の
絵
本

澆
サ
ツ
マ
イ
モ
の
絵
本

潺
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
絵
本

潸
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
絵
本

澁
イ
ネ
の
絵
本

澀
ム
ギ
の
絵
本

潯
ソ
バ
の
絵
本

潛
ダ
イ
ズ
の
絵
本

濳
ワ
タ
の
絵
本

潭
キ
ュ
ウ
リ
の
絵
本

澂
カ
ボ
チ
ャ
の
絵
本

潼
メ
ロ
ン
の
絵
本

潘
イ
チ
ゴ
の
絵
本

澎
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
絵
本

澑
ヒ
マ
ワ
リ
の
絵
本

濂
ケ
ナ
フ
の
絵
本

潦
ア
イ
の
絵
本

澳
カ
イ
コ
の
絵
本

澣
ニ
ワ
ト
リ
の
絵
本

澡
ダ
イ
コ
ン
の
絵
本

澤
ヘ
チ
マ
の
絵
本

澹
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
絵
本

濆
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絵
本

澪
ヤ
ギ
の
絵
本

濟
キ
ク
の
絵
本

濕
ス
イ
カ
の
絵
本

濬
ヒ
ツ
ジ
の
絵
本

濔
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
絵
本

濘
カ
キ
の
絵
本

濱
ブ
ル
ー
ベ
リ
の
絵
本

濮
キ
ャ
ベ
ツ
の
絵
本

濛
ナ
タ
ネ
の
絵
本

瀉
ア
サ
ガ
オ
の
絵
本

瀋
シ
イ
タ
ケ
の
絵
本

濺
〜
濾
土
の
絵
本

瀛
ニ
ン
ジ
ン
の
絵
本

瀚
ニ
ツ
バ
チ
の
絵
本

潴
ベ
ニ
バ
ナ
の
絵
本

瀝
チ
ャ
の
絵
本

瀘
ブ
ド
ウ
の
絵
本

【
２
０
０
３
年
新
刊
】

ピ
ー
マ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
タ
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、ニ
ガ
ウ
リ
、

オ
ク
ラ
、
ア
ワ
・
ヒ
エ
・
キ

ビ
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン

３
月
発
売
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最
大
手
の
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー

ン
で
あ
る
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

（
ジ
ャ
ス
コ
な
ど
）
は
、
昨
年
、

フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
（「
食
の

匠
」）
運
動
を
立
ち
あ
げ
た
。

ア
ル
チ
ザ
ン
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
職
人
の
意
味
。

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
、
近

年
、
食
に
関
す
る
客
の
声
は
大

き
く
変
化
し
、「
食
の
安
全
性
」

へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、〝
地

域
独
自
の
味
〞や〝
昔
な
つ
か
し

い
味
〞
へ
の
ニ
ー
ズ
が
増
し
て

い
る
と
み
る
。
こ
う
し
た
声
に

応
え
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で

郷
土
の
味
を
守
り
続
け
て
い
る

多
く
の
生
産
者
か
ら
フ
ー
ド
ア

ル
チ
ザ
ン
を
公
募
し
、
店
頭
展

開
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
だ
。

公
募
産
品
の
条
件
は
次
の
と

お
り
。

地
域
の
風
土
、
文
化
、
伝
統

等
の
郷
土
色
が
明
確
な
商
品
で

あ
り
、
日
々
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
地

域
以
外
で
は
味
わ
え
な
い
も
の

（
土
産
品
は
対
象
外
）。
産
品
の

素
材
・
原
料
に
つ
い
て
、
地
域

の
特
性
・
伝
承
に
こ
だ
わ
っ
た

こ
の
フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
事

業
の
第
一
弾
と
し
て
、
昨
年
十

一
月
、
長
野
県
松
本
市
の
ジ
ャ

ス
コ
南
松
本
店
で
、「
な
が
の

食
の
匠
展
」
が
開
か
れ
た
。
飯

田
市
産
の
リ
ン
ゴ
、
鬼
無
里
村

の
お
や
き
、
松
本
市
産
の
「
二

年
味
噌
」、
東
筑
摩
郡
明
科
町

産
の
ニ
ジ
マ
ス
を
丸
い
形
に
揚

げ
た
「
ニ
ジ
マ
ス
円
（
つ
ぶ
ら
）

揚
げ
」
な
ど
が
並
び
、
大
変
好

評
だ
っ
た
。

こ
の
取
組
み
に
参
加
し
「
二

年
味
噌
」
と
「
漬
物
た
ま
り
」

を
出
品
し
た
株
・
丸
正
醸
造

（
松
本
市
）
の
林
利
親
社
長
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
地
方
の
小
さ
な
食
品
メ
ー
カ

ー
は
ど
こ
も
売
先
き
が
な
く
て

困
っ
て
い
ま
す
。地
元
の
酒
屋
、

八
百
屋
、
食
料
品
店
が
ど
ん
ど

ん
消
え
、
大
手
ス
ー
パ
ー
が
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
特
売
で

攻
め
て
き
ま
す
か
ら
。

そ
ん
な
な
か
で
、
イ
オ
ン
さ

ん
の
フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
は
、

私
た
ち
の
よ
う
な
中
小
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
取
組

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
品

の
個
性
が
明
確
で
、
衛
生
管
理

も
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
ど
、

認
定
に
は
き
び
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
個
性
的
で
質
の
い
い
製

品
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
メ
ー

カ
ー
に
は
大
き
な
励
ま
し
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
の

『
二
年
味
噌
』
は
以
前
か
ら
ジ

ャ
ス
コ
で
扱
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
、『
食
の
匠
展
』
以

降
、
ず
い
ぶ
ん
売
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。

丸
正
醸
造
の
「
二
年
味
噌
」

売
先
き
が
な
く
な
っ
た

中
小
メ
ー
カ
ー
が
大
い
に
助
か
る

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の

フ
ー
ド
ア
ル
チ
ザ
ン
認
定
販
売

も
の
。
産
品
の
生
産
・
製
造
方

法
に
つ
い
て
、
地
域
の
伝
統
技

術
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
、
で
あ

る
。
全
国
か
ら
応
募
を
集
め
、

認
定
し
た
う
え
で
、
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
で
販
売
す
る
し
く
み

だ
。生

産
量
な
ど
規
模
の
大
小
は

問
わ
な
い
。全
国
展
開
で
な
く
、

地
域
の
も
の
を
地
域
で
流
通
さ

せ
る
と
い
う
考
え
だ
。

は
、
地
元
長
野
産
の
ダ
イ
ズ
と

米
を
使
い
、
二
年
間
熟
成
さ
せ

る
。

「
近
年
の
味
噌
は
糀
歩
合
が
多

く
な
り
、
甘
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
の
か
な

甘
味
の
あ
る
淡
白
な
味
の
ご
は

流
通
業
界
も
注
目「
地
域
特
産
品

認
証
事
業
」（
Ｅ
マ
ー
ク
）

こ
の
よ
う
に
食
品
企
業
に
新

た
な
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る

が
、
課
題
も
多
い
。
先
に
紹
介

し
た
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
の
漆

原
さ
ん
は
、次
の
よ
う
に
い
う
。

「
中
小
メ
ー
カ
ー
は
一
般
に
人

材
不
足
で
、
こ
れ
ま
で
の
製
品

を
維
持
す
る
の
に
精
一
杯
で
、

新
し
い
製
品
を
開
発
し
販
売
す

各
県
で
も
、
地
元
産
の
原
料

を
使
っ
た
地
域
食
品
を
育
成
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
「
地
域
特

産
品
認
証
事
業
」
で
あ
る
。
地

域
で
生
産
さ
れ
、
原
材
料
や
製

法
な
ど
素
性
が
明
ら
か
な
「
地

産
地
消
タ
イ
プ
」
の
特
産
品
に

つ
い
て
、
各
都
道
府
県
で
基
準

を
設
け
て
認
証
し
、
共
通
の
認

証
マ
ー
ク
を
つ
け
る
と
い
う
し

く
み
だ
。
認
証
さ
れ
た
地
域
特

産
品
は
、
そ
の
優
れ
た
品
質
と

信
頼
の
証
と
し
て「
Ｅ
マ
ー
ク
」

が
表
示
さ
れ
、
消
費
者
が
商
品

を
選
ぶ
と
き
の
目
安
に
な
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
（
下
図
）。

国
の
立
場
か
ら
こ
の
事
業
を
推

進
し
て
い
る
（
財
）
食
品
産
業

セ
ン
タ
ー
の
漆
原
英
彦
氏
（
環

境
・
普
及
部
長
）
は
、
こ
の
ね

ら
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

話
す
。

「
生
産
量
が
少
な
く
、
知
名
度

も
な
い
が
、
地
域
の
原
料
を
使

っ
て
い
い
も
の
を
生
産
し
て
い

る
、
そ
ん
な
地
方
の
中
小
食
品

メ
ー
カ
ー
が
力
を
つ
け
る
よ

う
、
支
援
し
た
い
。
Ｅ
マ
ー
ク

で
ど
ん
ど
ん
販
売
し
よ
う
と
い

う
よ
り
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
拠

り
所
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

中
小
メ
ー
カ
ー
が
経
営
を
拡

大
す
る
た
め
で
は
な
く
、
地
場

産
業
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
生

き
て
い
く
た
め
の
支
援
策
と
い

え
よ
う
。

こ
の
事
業
は
平
成
三
年
か
ら

始
ま
り
、
現
在
、
青
森
県
の
約

二
二
〇
商
品
を
筆
頭
に
、
二
三

食
品
企
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
食
品
加
工
総
覧
」

県
で
二
〇
〇
〇
近
い
商
品
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
へ
き
て

応
募
す
る
食
品
が
増
え
、
西
友

や
ジ
ャ
ス
コ
な
ど
か
ら
説
明
を

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
流
通
業
界

の
関
心
も
強
ま
っ
て
き
た
と
い

う
。こ

う
し
た
地
域
食
品
の
流
通

の
手
助
け
を
し
よ
う
と
、
食
品

産
業
セ
ン
タ
ー
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
ふ
る
さ
と
食
品
電

子
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
立
ち
あ
げ

て
い
る
。
地
域
食
品
メ
ー
カ
ー

が
自
分
の
製
品
を
登
録
し
、
流

通
業
等
の
バ
イ
ヤ
ー
が
み
れ
る

登
録
制
の
無
料
サ
イ
ト
で
あ

る
。
距
離
や
時
間
の
制
約
を
受

け
ず
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
発
信
と
収

集
が
で
き
る
、と
い
う
わ
け
だ
。

現
在
、メ
ー
カ
ー
が
三
五
〇
社
、

バ
イ
ヤ
ー
が
一
一
〇
〇
社
、
登

録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
平
成
十
四
度
か
ら

「
地
域
食
品
製
法
認
証
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｅ
マ
ー
ク

は
地
域
産
・
県
産
の
原
料
を
使

っ
た
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
、

た
と
え
ば
大
阪
の
昆
布
や
東
京

の
江
戸
味
噌
な
ど
、
原
料
は
地

元
産
で
な
く
て
も
、
地
域
の
食

文
化
を
活
か
し
、
特
色
あ
る
製

法
で
つ
く
ら
れ
た
食
品
を
認
証

し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

ん
に
は
、
甘
味
を
控
え
た
コ
ク

の
あ
る
み
そ
汁
が
合
う
と
私
ど

も
で
は
考
え
て
お
り
ま
す
」と
、

林
社
長
。
独
自
な
製
法
と
食
文

化
に
こ
だ
わ
る
。

そ
ん
な
地
域
食
品
を
地
域
で

流
通
さ
せ
る
。
大
量
生
産
、
大

量
消
費
の
シ
ス
テ
ム
を
流
通
の

側
か
ら
担
い
、
日
本
人
の
食
の

画
一
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
き

た
大
手
ス
ー
パ
ー
が
、
地
産
地

消
に
本
腰
で
取
組
む
時
代
な
の

で
あ
る
。

不況、デフレの中で、安売り競争ではなく、個性的な
地域食品によって経営を守ろうとする食品メーカーやス
ーパーなど小売業の動きが、いよいよ活発になってきた。
その動きをみながら、今、食品産業・食品流通業に何が
求めてられているかを、考えてみよう。

（
５
面
に
続
く
）
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